


合
併
人
事

―
目
次



第
一
部
●
エ
ゴ
の
衝
突
―
―
何
が
起
こ
る
の
か
？ 

 

日
本
企
業
は
こ
う
動
く
●
外
資
系
企
業
は
こ
う
動
く
●
社
長
は
こ
う
決
ま
る
●
人
事
は
こ
う
動
く 

リ
ス
ト
ラ
の
手
法
●
リ
ス
ト
ラ
の
ロ
ジ
ッ
ク
● 

人
材
２:

６:

２
の
法
則
●
危
険
信
号 

ポ
ス
ト
争
い
●
混
乱
の
中
身
●
血
が
違
う
！ 

日
本
企
業
の
グ
ル
ー
プ
内
合
併
●
米
国
企
業
の
吸
収
合
併
● 

日
米
の
合
併
人
事
差 

１
何
が
起
こ
る
の
か
？ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

 

２
人
員
削
減 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

３
合
併
後
の
混
乱 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

４
日
本
の
合
併
、外
資
の
合
併 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

リ
ス
ト
ラ 

011035061085



第
二
部
●
ヒ
ト
の
デ
ュ
ー
デ
リ
―
―
何
を
見
ら
れ
る
の
か
？ 

  

稼
ぎ
高
基
準
―
―
プ
レ
イ
ヤ
ー
編
●
稼
ぎ
高
基
準
―
―
ス
タ
ッ
フ・
管
理
職
編
● 

ヒ
ト
の
能
力
の
評
価
●
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
？
●
相
性
バ
ラ
ン
ス 

ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
何
か
？
●
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
様
子
●
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
効
果
的
か
？
● 

役
員
の
デ
ュ
ー
デ
リ
●
管
理
職
の
デ
ュ
ー
デ
リ
●
ス
タ
ッ
フ
の
デ
ュ
ー
デ
リ 

合
併
で
優
秀
さ
の
定
義
は
変
わ
る
●
人
材
四
つ
の
市
場
● 

激
動
期
に
伸
び
る
人
材
●
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ 

　
　
合
併
が
失
敗
に
至
る
わ
け
●
な
ぜ
優
秀
な
ヒ
ト
が
辞
め
て
い
く
の
か
？
● 

        

日
本
型
モ
デ
ル
と
外
資
型
モ
デ
ル 

５
ヒ
ト
の
デ
ュ
ー
デ
リ（
人
材
評
価
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

６
人
的
資
質
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
将
来
性
選
別
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

 

７
合
併
人
事
と
あ
な
た
の
キ
ャ
リ
ア 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

８
合
併
人
事
の
理
想
と
現
実
―
―
経
営
者
、人
事
担
当
者
の
方
へ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

115143177197





001 はじめに

は
じ
め
に

二
〇
〇
一
年
、
こ
ん
な
レ
ポ
ー
ト
が
Ｉ
Ｌ
Ｏ
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
金
融
業
界
に
お
け
る
世
界
の
Ｍ
＆
Ａ
の
半
分
以
上
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。
人
材
を
適
正
に
評
価

し
て
統
合
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
過
小
評
価
し
た
の
が
原
因
だ
」

合
併
慣
れ
し
て
い
る
欧
米
で
も
、
人
の
統
合
は
と
て
も
難
し
い
問
題
の
よ
う
で
す
。

一
方
、
戦
後
の
日
本
企
業
の
合
併
に
つ
い
て
の
見
方
は
、「
八
四
％
が
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
」「
日
本

企
業
同
士
の
合
併
は
五
％
し
か
成
功
し
な
い
」
な
ど
、
欧
米
企
業
の
合
併
よ
り
さ
ら
に
一
段
と
悲
観
的
で

す
（
も
ち
ろ
ん
、
調
査
に
よ
っ
て
数
字
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
…
…
）。

日
本
企
業
の
多
く
は
、
合
併
経
験
も
人
材
の
出
入
り
も
少
な
く
、
年
功
序
列
制
度
が
色
濃
く
残
っ
て
い

る
た
め
、
合
併
に
お
い
て
「
た
す
き
が
け
人
事
」
か
ら
脱
却
で
き
な
い
の
が
実
情
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
こ

五
年
ほ
ど
、
日
本
企
業
の
合
併
は
、
件
数
が
大
幅
に
増
え
る
と
と
も
に
、
人
員
削
減
を
伴
う
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

件
数
が
増
加
し
た
の
は
、
合
併
の
必
要
を
後
押
し
す
る
制
度
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
も
原
因
が
あ
り
ま

す
。
二
〇
〇
〇
年
三
月
期
か
ら
連
結
決
算
重
視
の
会
計
基
準
が
導
入
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
以
降
か
ら
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●続き

存続会社 解散会社 合併後企業名

クリエイトファイナンス㈱ ケーシーエスリース㈱ さくらリース㈱
ダイヤモンドリース㈱ 菱信リース㈱ ダイヤモンドリース㈱
㈱伊予銀行 富士貯蓄信用組合 ㈱伊予銀行
日野自動車工業㈱ 日野自動車販売㈱ 日野自動車㈱
日本総合信用㈱ 東京総合信用㈱ ㈱クオーク
富士重工業㈱ 中央スバル自動車㈱ 富士重工業㈱
日本軽金属㈱ 東洋アルミニウム㈱ 日本軽金属㈱
三菱化学㈱ 東京田辺製薬㈱ 三菱化学㈱
㈱アマダ 同立薬品工業㈱ 東邦薬品㈱
㈱アマダソノイケ ㈱アマダワシノ ㈱アマダマシニックス
第一リース㈱ 第一生命抵当証券㈱ 第一リース㈱
カルソニック㈱ ㈱カンセイ カルソニックカンセイ㈱
山種証券㈱ 神栄石野証券㈱ さくらフレンド証券
㈱三星堂 クラヤ薬品㈱　東京医薬品㈱ ㈱クラヤ三星堂
ユニバーサル証券㈱ 太平洋証券㈱　東和証券㈱　第一證券㈱ つばさ証券㈱
中央信託銀行㈱ 三井信託銀行㈱ 中央三井信託銀行㈱
ミリオン信用保証㈱ セントラル抵当証券㈱ ミリオン信用保証㈱
㈱大阪銀行 ㈱近畿銀行 ㈱近畿大阪銀行
新日本証券㈱ 和光証券㈱ 新光証券㈱
大永紙通商㈱ ㈱日亜 国際紙パルプ商事㈱
オオモリ薬品㈱ 湊川ツルタ薬品㈱ オオモリ薬品㈱
大倉紙パルプ商事㈱ 三幸㈱ 大倉紙パルプ商事
太平洋証券㈱ 東和証券㈱ 第一証券㈱

㈱オリファンド ㈱カゲン　㈱オリコ多摩 ㈱オリファンド
㈱ナムコ ㈱ナル ㈱ナムコ
第一勧業富士信託銀行㈱ 興銀信託銀行 ㈱みずほ信託銀行
東京証券㈱ 東海丸万証券㈱ 東海東京証券㈱
国際電気㈱ 日立電子㈱ ㈱日立国際電気
㈱日交総本社 ㈱サテライト・アジア不動産 ㈱日交総本社
勧角証券㈱ 公共証券㈱ みずほインベスターズ証券㈱
さくら抵当証券㈱ ㈱陽栄太陽ハウジング さくら抵当証券㈱
同和火災海上保険㈱ ニッセイ損害保険㈱ ニッセイ同和損害保険㈱
サンエス㈱ ニチエー㈱　三栄薬品㈱ ㈱バイタルネット
㈱住友銀行 ㈱さくら銀行 ㈱三井住友銀行
日本テキサス・インスツルメンツ㈱ 日本モンサント㈱ 日本テキサス・インスツルメンツ㈱
日本火災海上保険㈱ 興亜火災海上保険㈱ 日本興亜損害保険㈱
大東京火災海上保険㈱ 千代田火災海上保険㈱ あいおい損害保険
㈱京都近鉄百貨店 ㈱近鉄百貨店 ㈱近鉄百貨店
芙蓉総合リース㈱ 安信リース㈱ 芙蓉総合リース㈱
㈱村田製作所 ㈱メイク ㈱村田製作所
大和ハウス工業㈱ 大和団地㈱ 大和ハウス工業㈱
㈱協和エクシオ ㈱昭和テクノス ㈱協和エクシオ
㈱コーセー ㈱ウッド ㈱コーセー
トステム㈱ トステムビバ㈱ トステム㈱
㈱小網 三友食品㈱ ㈱三友小網
国際電気㈱ 日立電子㈱ ㈱日立国際電気
山根短資㈱ 日本短資㈱・名古屋短資㈱ セントラル短資㈱
みずほインベスターズ証券㈱ 大東証券㈱ みずほインベスターズ証券㈱

（独占禁止白書　平成9～13年版より作成）

●受理年　平成11年度

●受理年　平成12年度
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●過去５年間における、合併後の総資産が一〇〇〇億円以上となる主な合併

存続会社 解散会社 合併後企業名

昭和ファイナンス㈱ 昭和インベストメント㈱ 昭和ファイナンス㈱
㈱常陽銀行 茨城中央信用組合 ㈱常陽銀行
住友大阪セメント㈱ スミセ興産㈱ 住友大阪セメント㈱
東洋ゴム工業㈱ 菱東タイヤ㈱ 東洋ゴム工業㈱
新王子製紙㈱ 本州製紙㈱ 王子製紙㈱
三菱石油㈱ 菱油ターミナル㈱ 三菱石油㈱
㈱西武百貨店 ㈱西武北海道 ㈱西武百貨店

三井石油化学工業㈱ 三井東圧化学㈱ 三井化学㈱
日本テレコム㈱ 日本国際通信㈱ 日本テレコム㈱
日本紙業㈱ 十條板紙㈱ 日本板紙㈱
三星ジャパン㈱ 三星電子ジャパン㈱ 日本サムスン㈱
東芝総合リース㈱ 東芝建物㈱ 東芝建物総合リース㈱
㈱エスシーシー ㈱九州地域開発 ㈱エスシーシー
鐘紡㈱ カネボウシルクエレガンス㈱ 鐘紡㈱
日本ランディック㈱ ㈱エル・アーバン・マネジメント 日本ランディック㈱
㈱日鉄ライフ ㈱ライフ土地建物 ㈱日鉄ライフ
吉富製薬㈱ ㈱ミドリ十字 吉富製薬㈱
カネボウ合繊㈱ 防府興産㈱ カネボウ合繊㈱

大和土地建物㈱ 大和ビルヂング 大和土地建物㈱
南海電気鉄道㈱ 大阪スタヂアム興業㈱ 南海電気鉄道㈱
秩父小野田㈱ 日本セメント㈱ 太平洋セメント㈱
㈱福徳銀行 なにわ銀行 ㈱なみはや銀行
㈱近鉄百貨店 ㈱枚方近鉄百貨店 ㈱近鉄百貨店
㈱東海銀行 ㈱東昭 ㈱東海銀行
三菱レイヨン㈱ 日東化学工業㈱ 三菱レイヨン㈱
山村硝子㈱ 日本硝子㈱ 日本山村硝子㈱
富士通㈱ 富士通東和エレクトロン㈱ 富士通㈱
住友金属工業㈱ 住友シチックス㈱ 住友金属工業㈱
日本郵船㈱ 昭和海運㈱ 日本郵船㈱
日本ディジタルイクイップメント㈱ コンパックコンピュータ㈱ コンパックコンピュータ㈱
トヨタ自動車㈱ 東京トヨタ自動車㈱ トヨタ自動車㈱
ディック㈱ ディックファイナンス㈱ ディックファイナンス㈱
ソフトバンク㈱ ㈲エムエーシー ソフトバンク㈱
国際電信電話㈱ 日本高速通信㈱ 国際電信電話㈱
グラクソ㈱ 日本グラクソ㈱ 日本グラクソ㈱
㈱旭通信社 第一企画㈱ ㈱アサツー・ディ・ケイ
レンゴー㈱ セッツ㈱ レンゴー㈱
川鉄商事㈱ 野崎産業㈱ 川鉄商事㈱
東海丸万証券㈱ 内外証券㈱ 東海丸万証券㈱
㈱阪神銀行 ㈱みどり銀行 ㈱みなと銀行
東京通信ネットワーク㈱ ㈱アステル東京 東京通信ネットワーク㈱
明光証券㈱ ナショナル証券㈱ 明光ナショナル証券㈱
第一勧業信託銀行㈱ 富士信託銀行㈱ 第一勧銀富士信託銀行㈱
大阪商船三井船舶㈱ ナビックスライン㈱ 大阪商戦三井船舶㈱
日本石油㈱ 三菱石油㈱ 日石三菱㈱
㈱住宅金融債券管理機構 ㈱整理回収機構 ㈱整理回収機構

●受理年　平成8年度

●受理年　平成9年度（合併手続き簡易化の改正法施工年）

●受理年　平成10年度
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は
、
含
み
益
に
よ
る
経
営
が
で
き
な
く
な
る

時
価
会
計
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

九
八
年
の
独
占
禁
止
法
改
正
で
手
続
き
も
容

易
に
な
り
ま
し
た
。

成
長
余
力
の
乏
し
く
な
っ
た
企
業
が
将
来

性
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
企
業
を
取
り
込
ん
だ

り
、
販
売
体
制
の
再
編
の
た
め
に
業
績
不
振

に
陥
っ
た
販
売
会
社
を
取
り
込
ん
だ
り
と
、

合
併
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
が
あ
り
ま
す

が
、
現
在
、
日
本
で
起
き
て
い
る
合
併
の
多

く
は
、
競
合
ど
う
し
の
水
平
合
併
と
、
そ
れ

に
伴
う
（
あ
る
い
は
準
備
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
）
企
業
集
団
内
の
合
併
で
す
。
企
業
個

別
の
意
思
決
定
と
い
う
よ
り
、
日
本
の
産
業

界
全
体
が
、
株
価
対
策
と
競
争
の
新
ル
ー
ル

に
立
ち
向
か
う
必
要
に
迫
ら
れ
、
業
界
の
再

図0-1�合併広告数の増加 

4000 

3500 
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2500 
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1500 
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0 

 
88 

1425
1551

1854
2213

2137

2020
2117

2724
2404

2327

3084

3758

89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 

企
業
数 

年度 

＊東京商工リサーチ「官報合併広告件数調査」を元に作成。1995年（平成7
年）に商法改正。1998年（平成10年）の独禁法改正で届出対象が激減し
たため、対象外の合併調査も拾える官報公告件数から増加傾向を見ること
とした。 
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編
と
経
営
の
効
率
化
に
乗
り
出
し
て
い
る
の
で
す
。

実
際
、
平
成
一
一
年
度
の
公
正
取
引
委
員
会
の
調
査
で
は
、

合
併
の
半
数
以
上
は
水
平
合
併
で
、
合
併
し
た
企
業
は
、
一
件

を
除
き
、
業
界
シ
ェ
ア
が
二
五
％
以
上
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

合
併
に
よ
っ
て
業
界
内
順
位
が
一
位
と
な
る
企
業
は
七
八
％
、

業
界
内
で
ト
ッ
プ
三
ま
で
含
め
る
と
、
合
併
後
企
業
の
一
〇

〇
％
が
該
当
し
ま
す
。

特
に
、
水
平
合
併
が
著
し
い
銀
行
業
界
で
は
、
大
手
都
銀
の

ほ
と
ん
ど
が
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
統
合
さ
れ
、
業
界
全
体
で
三

〜
五
年
内
に
、
二
万
三
千
人
の
従
業
員
削
減
を
予
定
し
て
い
ま

す
。水

平
合
併
は
、業
務
の
重
複
が
企
業
の
全
域
で
起
こ
る
の
で
、

激
し
い
カ
ル
チ
ャ
ー
衝
突
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
重
複
部

分
が
多
け
れ
ば
、
効
率
化
の
対
象
と
し
て
人
員
削
減
に
結
び
つ

き
、
人
員
削
減
の
対
象
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
同
業
種
へ
の
転

職
が
難
し
く
な
る
事
態
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

図0-2�水平合併によるシェアの拡大 

H11年度　合併・営業譲受種類内訳（％） 水平合併後業界順位（H11年度） 

水平 
垂直 
混合（地域拡大） 
混合（商品拡大） 
混合（純粋） 

第1位 
78％ 

第2位 
20％ 

第3位 
2％ 

＊『平成一二年版　公正取引委員会年次報告　独占禁止白書』を元に作成。 
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ま
た
、
今
後
本
格
化
す
る
の
は
、
企
業
集
団
内
の
合
併
で
す
。

公
正
取
引
委
員
会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
資
産
総
額
ト
ッ
プ
一
〇

〇
社
の
う
ち
、
六
三
社
が
合
併
を
積
極
的
に
考
え
て
い
る
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
な
い
ほ
ど
の
規
模
で
、
日
本
企
業
は

い
ま
合
併
に
直
面
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

企
業
の
合
併
に
お
い
て
は
、
多
く
の
こ
と
が
秘
密
裏
に
運
ば

れ
る
た
め
、企
業
の
な
か
に
さ
ま
ざ
ま
な
誤
解
や
混
乱
が
生
じ
、

渦
中
に
い
る
人
々
の
多
く
は
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
見
え
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
の
合
併
で
は
特
に
、
旧
来
の
日
本
的
人

事
制
度
を
、
欧
米
式
に
近
づ
け
る
動
き
が
出
て
い
る
の
で
、
働

く
人
々
に
と
っ
て
、
直
面
す
る
変
化
が
著
し
い
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

複
数
の
企
業
が
一
緒
に
な
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
ち
ら
の
企
業

の
だ
れ
を
抜
擢
す
れ
ば
、
合
併
が
成
功
に
導
か
れ
る
か
、
過
去

の
価
値
観
を
振
り
切
っ
て
人
材
を
再
評
価
す
る
必
要
に
、
企
業

は
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

●銀行の人員削減計画
銀行合併・統合における総資産額と人員削減計画の数値 [単位：兆円]

＊ILO資料、日経新聞（2001年11月24日）より作成。銀行の持ち株会社化は、合併への経過
措置として行われているため合併における人員削減例として並べた。

みずほ

住友三井

ＵＦＪ

三菱東京

日本興業銀行、第一勧業銀行、
富士銀行

住友、さくら

三和、東海、東洋信託、
東京三菱銀行、三菱信託

日本信託、東京信託

142

98

78

91

7,000人

4,900人

6,600人

4,500人

2006年3月

総資
産額 人員削減数 達成時期

2004年3月

2005年3月

2005年3月
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し
か
し
、
現
行
の
制
度
で
は
、
財
務
諸
表
に
は
、
ヒ
ト
は
「
人
件
費
」
と
い
う
コ
ス
ト
と
し
て
し
か
現

れ
ず
、
将
来
性
が
捉
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
本
企
業
の
人
事
評
価
は
、
透
明
性
が
高
い
と
は
い

い
が
た
い
の
が
現
状
で
す
。
計
量
化
し
づ
ら
い
人
材
の
価
値
は
、
こ
れ
ま
で
、
議
論
が
後
回
し
に
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

合
併
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
交
錯
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
崩
壊
と
を
同
時
に
招
き
ま
す
。
中

で
働
く
人
々
に
と
っ
て
、
一
つ
の
会
社
の
中
で
認
識
し
て
い
た
自
分
個
人
の
価
値
を
、
ゼ
ロ
か
ら
定
義
し

直
す
作
業
は
困
難
を
極
め
る
の
で
す
。
暗
中
模
索
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
合
併
人
事
の
状
況
を
可
能
な
限
り

開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無
用
な
誤
解
、
混
乱
を
避
け
、
企
業
の
中
で
働
く
人
々
、
あ
る
い
は
企
業
の
人

事
部
の
方
々
が
正
し
く
対
処
す
る
ヒ
ン
ト
を
提
供
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
観
点
か
ら
、
本
書
は
生

ま
れ
ま
し
た
。

合
併
に
か
か
わ
る
情
報
は
、
企
業
の
命
運
を
左
右
し
、
取
材
協
力
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
す
こ
と
も

あ
り
う
る
の
で
、
原
則
と
し
て
固
有
の
企
業
名
を
挙
げ
る
こ
と
は
避
け
て
い
ま
す
。

合
併
人
事
で
は
何
が
起
き
、
何
が
障
壁
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
現
状
と
論
点
に
つ
い
て
三
神
が
取
材
、

そ
の
背
景
に
ど
う
い
っ
た
考
え
方
が
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
外
資
系
企
業
の
合
併
人
事
経
験
が
あ
る
細
田

の
視
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
執
筆
を
行
い
、
そ
の
後
全
体
を
細
田
と
、
合
併
経
験
の
あ
る
人
事
関
係
者
と
で

監
修
い
た
し
ま
し
た
。
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本
書
が
、
企
業
の
合
併
と
い
う
「
嵐
」
に
巻
き
込
ま
れ
る
人
々
の
一
助
と
な
れ
ば
、
幸
い
で
す
。



第
一
部

エ
ゴ
の
衝
突

―
何
が
起
こ
る
の
か
？
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１

何
が
起
こ
る
の
か
？

結
婚
に
も
似
た
企
業
ど
う
し
の
合
併
で
は
、
契
約
前
に
当
然
、
相
手
を
�
品
定
め
�
し
ま
す
。
欧
米
で

多
く
の
合
併
案
件
を
手
が
け
た
、
あ
る
公
認
会
計
士
は
、
欧
米
と
日
本
の
「
お
見
合
い
」
の
様
子
が
と
て

も
対
照
的
だ
と
い
い
ま
す
。
敵
対
的
買
収
（
Ｔ
Ｏ
Ｂ
）
が
ほ
と
ん
ど
な
い
日
本
企
業
の
合
併
案
件
は
、
各

社
の
ト
ッ
プ
が
あ
る
程
度
合
意
を
と
り
つ
け
て
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
投
資
銀
行
（
証
券
会
社
）
に
持
ち
込
み

ま
す
。
仲
介
者
で
あ
る
投
資
銀
行
や
監
査
法
人
は
、
両
社
の
代
表
の
顔
色
を
伺
い
な
が
ら
進
め
、
当
事
者

も
仲
介
者
に
折
衷
点
を
提
案
し
て
も
ら
お
う
と
下
駄
を
預
け
つ
つ
、
な
ん
と
な
く
落
と
し
ど
こ
ろ
が
模
索

さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
温
和
な
雰
囲
気
か
ら
始
ま
っ
て
徐
々
に
加
速
度
的
に
互
い
の
懐
具
合
を
つ
つ

い
て
い
き
ま
す
が
、
合
併
後
に
は
「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
が
続
出
し
ま
す
。
合
併
交
渉
の
過
程
、

当
事
者
ど
う
し
が
話
を
円
滑
に
進
め
た
い
た
め
に
、
悲
惨
な
現
実
ほ
ど
隠
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
一
方
が

だ
ま
さ
れ
た
、
裏
切
ら
れ
た
と
感
じ
た
と
き
、
組
織
の
統
合
は
最
悪
の
事
態
を
迎
え
ま
す
。

一
方
、
欧
米
の
仲
介
陣
は
、
あ
ら
か
じ
め
怒
り
出
す
役
と
な
だ
め
る
役
を
決
め
て
お
き
ま
す
。
事
実
が

は
ぐ
ら
か
さ
れ
そ
う
に
な
る
と
、
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「
議
論
が
平
行
線
で
す
ね
。
折
れ
る
ん
で
す
か
、
折
れ
な
い
ん
で
す
か
？
」

「
そ
ん
な
に
意
思
が
不
明
瞭
で
は
ク
ロ
ー
ズ
し
ま
せ
ん
ね
。
私
は
降
り
ま
す
よ
」

怒
り
出
す
役
が
匙
を
投
げ
る
ふ
り
を
す
る
と
、
な
だ
め
役
が
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
を
促
し
、
両
陣
営
を

そ
れ
ぞ
れ
別
室
に
戻
し
ま
す
。
あ
え
て
危
機
感
を
煽
る
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。「
言
っ
た
は
ず
」

「
聞
い
て
い
な
い
」「
話
が
違
う
」
を
な
く
し
て
、「
自
分
で
決
着
を
つ
け
る
」
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

し
、
相
手
に
求
め
て
い
る
機
能
が
な
か
っ
た
り
、
互
い
の
評
価
額
が
異
な
れ
ば
、
当
然
、
決
裂
し
ま
す
。

そ
れ
で
決
裂
す
る
な
ら
、
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
す
。
合
併
は
手
段
で
あ
っ
て
、
目
的
は
企
業
の
生
き
残

り
な
の
で
す
か
ら
。

し
か
し
、
そ
ん
な
欧
米
で
さ
え
、
必
ず
し
も
企
業
合
併
を
う
ま
く
や
っ
て
い
る
と
言
え
な
い
よ
う
で
す
。

監
査
法
人
、
投
資
銀
行
、
法
律
事
務
所
、
戦
略
系
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
な
ど
数
字
と
理
論
に
強

い
頭
脳
集
団
が
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
は
ど
の
く
ら
い
か
、
本
当
に
財
務
諸
表
に
書
い
て
あ
る
よ
う
な
体
力
が

あ
る
の
か
、
ど
ん
な
契
約
関
係
が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
顧
客
が
い
て
、
ど
ん
な
技
術
を
持
っ
て
い
て
、
ど
ん

な
市
場
を
持
っ
て
い
て
、
成
長
予
想
は
ど
の
く
ら
い
か
を
、
徹
底
的
に
は
じ
き
出
し
て
も
、
失
敗
し
て
い

る
の
で
す
。

合
併
の
失
敗
は
、
統
合
ス
ピ
ー
ド
に
左
右
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
は
じ
め
に
ゴ
ー
ル
日

を
決
め
て
、
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
ど
ん
ど
ん
プ
ロ
に
外
注
す
る
外
資
系
企
業
と
、
ゴ
ー
ル
日
を
ず
ら
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し
て
も
内
部
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
重
視
す
る
日
本
企
業
と
で
は
対
照
的
で
す
。
ま
た
、
合
併
の
目
的
、
会

社
の
規
模
や
状
況
に
よ
っ
て
も
、
会
社
の
動
き
方
や
期
間
に
は
差
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
ま
ず
、
日
本
企

業
の
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
本
企
業
は
こ
う
動
く

合
併
は
、
取
締
役
の
中
で
も
知
ら
な
い
人
が
い
る
ほ
ど
の
ト
ッ
プ
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
で
す
。
ト
ッ
プ
が
合

併
意
思
を
持
ち
、
ご
く
一
部
の
経
営
企
画
室
幹
部
と
戦
略
を
固
め
る
と
、
候
補
先
企
業
の
分
析
や
比
較
・

検
討
が
ス
タ
ー
ト
し
、
買
収
監
査
、
合
併
交
渉
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。
大
企
業
の
場
合
は
株
価
へ
の
影

響
が
大
き
い
の
で
、
合
併
契
約
が
締
結
さ
れ
る
の
と
前
後
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

マ
ス
コ
ミ
発
表
を
し
た
後
で
、
交
渉
が
難
航
し
て
一
年
後
に
や
っ
ぱ
り
白
紙
撤
回
と
い
う
こ
と
も
よ
く
あ

り
ま
す
。

合
併
交
渉
〜
マ
ス
コ
ミ
発
表

マ
ス
コ
ミ
発
表
の
当
日
は
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
、
本
社
の
各
部
署
や
各
支

店
の
責
任
者
が
、
社
長
の
文
言
を
朝
礼
な
ど
で
読
み
上
げ
る
の
で
す
が
、
そ
の
後
一
年
近
く
は
、
一
般
社
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員
に
は
具
体
的
な
情
報
が
流
れ
て
き
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、
会
社
は
、
マ
ス
コ
ミ
発
表
後
、
合
併
契
約

ま
で
半
年
以
上
か
か
る
こ
と
も
め
ず
ら
し
く
な
く
、
契
約
後
も
、
す
ぐ
に
合
併
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
。
合
併
に
つ
い
て
株
主
の
承
認
を
得
る
た
め
に
総
会
を
開
い
た
り
、
合
併
が
独
占
禁
止
法
に
反
し
な

い
か
ど
う
か
、
公
正
取
引
委
員
会
の
審
査
を
受
け
た
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
統
合
に
向

け
て
会
社
の
健
全
化
計
画
を
練
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

公
取
の
審
査
中
は
合
併
禁
止
期
間
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
会
社
は
発
表
後
半
月
く
ら
い
の
間
に
、

戦
略
チ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。
総
務
部
、
広
報
部
、
人
事
部
な
ど
、
本
部
機
能
の
部
長
〜
部
長
補
佐
ク
ラ
ス

が
、
両
社
で
連
絡
を
取
り
合
い
、
相
手
企
業
と
の
業
務
差
を
洗
い
出
す
た
め
頻
繁
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重

ね
始
め
ま
す
。
そ
の
際
、
合
併
経
験
の
あ
る
他
企
業
の
統
合
チ
ー
ム
経
験
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
に
行

っ
た
り
し
ま
す
。

ち
な
み
に
、
学
閥
が
強
い
企
業
で
は
、
合
併
発
表
前
か
ら
、
ポ
ス
ト
か
ら
あ
ふ
れ
そ
う
な
役
員
や
、
役

員
直
前
の
ポ
ス
ト
に
い
る
幹
部
が
、
ポ
ツ
リ
、
ポ
ツ
リ
と
大
学
の
非
常
勤
講
師
か
ら
常
勤
、
教
員
へ
と

「
転
職
」
し
ま
す
。
学
閥
に
よ
る
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
情
報
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
中
心
と
な
っ
て
い

る
学
閥
系
の
人
材
が
ま
と
ま
っ
て
転
職
し
た
ら
倒
産
か
合
併
の
兆
し
で
す
。
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半
年
〜
一
年

マ
ス
コ
ミ
発
表
後
、
半
年
〜
九
カ
月
く
ら
い
経
つ
と
、
統
合
後
の
経
営
健
全
化
計
画
や
基
本
方
針
が
具

体
的
に
発
表
に
な
り
ま
す
の
で
、
削
減
す
べ
き
人
員
数
の
大
枠
が
決
ま
り
ま
す
。
た
だ
し
、
合
併
に
伴
う

早
期
退
職
制
度
利
用
者
の
募
集
や
、
出
向
者
の
年
齢
引
き
下
げ
を
は
じ
め
と
し
た
人
員
削
減
が
本
格
化
す

る
の
は
統
合
作
業
が
終
わ
っ
た
正
式
合
併
以
後
で
す
（
合
併
前
か
ら
削
減
さ
れ
て
い
れ
ば
別
で
す
が
）。
相
手
企
業

が
、
実
は
交
渉
時
よ
り
も
危
機
的
な
経
営
状
況
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
り
、
合
併
に
よ
る
混
沌
の
間
に

収
益
が
落
ち
れ
ば
、
削
減
目
標
人
数
は
、
途
中
で
徐
々
に
上
方
修
正
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
ち
な
み
に
、
人

員
削
減
は
、
三
〜
五
年
ほ
ど
か
け
る
の
が
一
般
的
で
す
。

関
連
会
社
を
多
数
抱
え
る
場
合
に
は
、
だ
い
た
い
九
カ
月
〜
一
年
く
ら
い
経
っ
た
頃
か
ら
、
子
会
社
が

統
合
さ
れ
た
り
、
合
併
相
手
と
と
も
に
新
事
業
部
が
設
立
さ
れ
た
り
、
新
会
社
が
設
立
さ
れ
た
り
す
る
の

で
、
い
よ
い
よ
、
事
業
部
長
ク
ラ
ス
の
大
異
動
が
始
ま
り
ま
す
。
新
し
い
名
刺
、
封
筒
、
看
板
と
い
っ
た

対
外
的
に
出
す
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
形
に
な
る
の
も
こ
の
頃
で
す
。
新
し
い
人
事
制
度
が
五
月
雨
式
に
、

組
合
を
通
し
て
発
表
さ
れ
、
承
認
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
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一
年
〜
一
年
半

合
併
の
場
合
、
役
員
は
合
併
契
約
書
に
記
載
さ
れ
た
と
同
時
に
、
そ
の
人
が
「
選
任
」
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
の
で
す
が
、
正
式
な
「
就
任
」
は
、
合
併
登
記
時
に
な
り
ま
す
。
合
併
登
記
は
統
合
作
業
が
終
了
し

た
後
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
通
常
、
役
員
の
任
期
は
二
年
な
の
で
、
発
表
後
一
年
〜
一
年
半
く
ら
い
で
役

員
人
事
が
刷
新
さ
れ
、
新
社
長
・
役
員
陣
の
顔
ぶ
れ
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
両
企
業
で
、
ま
ず
は
別
々
に
幹

部
候
補
を
選
別
し
て
か
ら
、
合
同
の
人
材
開
発
（
と
称
し
た
実
質
的
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
面
接
）
の
場
を
設
け
ま
す
。

選
別
さ
れ
た
両
社
の
幹
部
候
補
た
ち
と
、
常
務
ク
ラ
ス
の
新
役
員
と
で
、
合
併
に
よ
り
ど
ん
な
企
業
に
な

る
べ
き
か
、
意
見
交
換
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
何
日
間
か
に
わ
た
り
、
開
か
れ
ま
す
（
実
は
、
こ
れ
が
き
ち
ん
と

で
き
て
い
る
企
業
は
き
わ
め
て
少
な
い
の
で
す
が
）。
会
社
の
方
向
性
を
決
め
る
、
カ
ル
チ
ャ
ー
統
合
の
第
一
歩
で

す
。そ

の
う
え
で
、
人
事
部
主
催
の
交
流
会
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
す
り
合
わ
せ
る
た
め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
、
課

長
ク
ラ
ス
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
現
場
の
課
長
レ
ベ
ル
以
下
は
、
基
本
的
に
前
の
ま
ま
の
配
置
で
す
が
、

支
店
・
支
社
の
統
廃
合
、
関
連
企
業
の
統
廃
合
や
、
相
手
企
業
と
の
新
会
社
・
新
事
業
部
設
立
に
伴
っ
て
、

中
堅
層
・
若
手
の
異
動
も
始
ま
り
ま
す
。
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一
年
半
〜
二
年
（
正
式
合
併
）

本
社
の
中
で
も
、
人
事
や
経
営
企
画
な
ど
の
管
理
部
門
は
、
統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
把
握
し
て
い
ま
す

が
、
支
店
や
支
社
の
従
業
員
な
ど
、
稼
ぐ
部
署
の
最
前
線
に
は
、
情
報
は
あ
ま
り
入
っ
て
き
ま
せ
ん
。
情

報
の
混
乱
や
交
錯
を
防
ぐ
た
め
、
情
報
元
は
絞
ら
れ
、
せ
い
ぜ
い
支
店
長
や
課
長
か
ら
業
務
の
中
で
簡
単

に
説
明
さ
れ
る
程
度
で
す
。

合
併
で
特
に
難
航
す
る
の
は
、
新
し
い
人
事
制
度
の
構
築
と
、
シ
ス
テ
ム
の
統
合
で
す
。
こ
れ
ら
に
は

特
に
時
間
が
か
か
り
、
シ
ス
テ
ム
が
完
全
に
統
合
さ
れ
る
の
に
は
二
年
は
絶
対
に
か
か
る
と
す
る
意
見
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
細
か
い
業
務
の
や
り
方
は
現
場
で
日
々
、
討
議
し
な
が
ら
統
合
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
発
表
後
、
指
揮
命
令
系
統
が
整
う
ま
で
に
一
年
半
〜
二
年
、
正
式
合
併
後
、
雇
用
調
整
が
終
わ

る
ま
で
に
三
〜
五
年
の
月
日
が
か
か
り
ま
す
（
こ
こ
で
統
合
と
い
う
の
は
、
法
律
上
の
合
併
と
捉
え
て
く
だ
さ
い
）。

外
資
系
企
業
は
こ
う
動
く

数
年
を
費
や
し
て
統
合
し
て
い
く
日
本
企
業
に
対
し
、
合
併
慣
れ
し
て
い
る
外
資
系
企
業
で
は
、
と
に

か
く
ス
ピ
ー
ド
重
視
で
す
。
あ
る
大
手
金
融
機
関
の
合
併
で
は
、
日
本
支
社
の
統
合
が
マ
ス
コ
ミ
発
表
の
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六
カ
月
後
に
は
終
わ
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
日
本
と
欧
米
企
業
と
で
は
、
お
よ
そ
三
倍
の
ス
ピ
ー
ド
差

が
あ
る
の
で
す
。

も
し
、
皆
さ
ん
の
会
社
が
外
資
系
企
業
に
買
収
さ
れ
た
り
、
外
資
系
企
業
に
転
職
し
て
合
併
を
経
験
し

た
ら
、
ど
の
よ
う
に
進
む
の
で
し
ょ
う
か
。
一
〇
回
以
上
水
平
合
併
や
買
収
を
繰
り
返
し
て
い
る
、
あ
る

外
資
系
企
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
ス
コ
ミ
発
表
三
カ
月
前

マ
ス
コ
ミ
発
表
三
カ
月
前
、
つ
ま
り
、
合
併
交
渉
中
や
、
交
渉
前
か
ら
、
す
で
に
内
部
の
整
理
が
始
ま

り
ま
す
。
ち
な
み
に
外
資
系
企
業
で
は
、
人
員
削
減
は
日
常
茶
飯
で
す
。
四
半
期
ご
と
に
収
益
を
見
直
し

て
、
決
算
期
初
か
ら
九
カ
月
目
に
は
た
い
て
い
、
削
減
対
象
者
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
各
部
署
の
ト

ッ
プ
に
指
令
が
下
り
ま
す
。
経
営
が
右
肩
上
が
り
で
も
、
貢
献
し
て
い
な
い
人
材
は
常
に
、
削
減
し
て
い

る
の
で
す
。
そ
れ
が
、
合
併
の
場
合
は
、
会
計
年
度
の
九
カ
月
目
で
は
な
い
時
期
に
、
人
事
部
に
指
令
が

降
り
ま
す
。

「
削
減
対
象
者
を
営
業
部
で
×
名
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
×
名
、
経
理
で
×
名
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
せ
よ
」

と
各
部
署
の
責
任
者
に
連
絡
が
い
き
ま
す
。
現
場
が
候
補
者
を
挙
げ
、
そ
れ
と
は
別
に
、
人
事
部
も
、
人

材
開
発
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
名
目
で
、
各
種
検
査
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
、
削
減
対
象
者
を
絞
り
込
み
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ま
す
。
ま
た
、
各
部
署
に
、「
不
況
に
伴
う
収
益
性
の
見
直
し
」
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
趣
旨
で
、
財
務

部
か
ら
収
益
性
の
調
査
依
頼
が
き
ま
す
。
そ
の
際
、
当
の
財
務
部
も
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
目
的
が
合
併
で
あ

る
と
は
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
以
上
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
人
事
部
あ
る
い
は
人
事
系
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
各
部
署
の
幹
部
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
は
、
厳
密
な
意
味
で
の
課
長
以
上
の
ポ
ス
ト
で
す
。
宣
伝
用
に
役
職
名
だ
け
与
え

ら
れ
た
女
性
管
理
職
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
特
に
な
く
部
下
も
い
な
い
の
に
管
理
職
扱
い
に
な
っ
て
い
る
中
高

年
、
対
外
的
に
動
き
や
す
い
よ
う
に
濫
発
さ
れ
た
「
支
店
長
代
理
」、
外
資
系
金
融
に
お
け
る
「
ヴ
ァ
イ

ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
」
と
い
っ
た
ダ
ミ
ー
幹
部
は
対
象
外
で
す
。

こ
こ
で
は
、「
何
を
や
る
部
署
か
」「
収
益
性
は
ど
う
か
」「
何
人
で
こ
な
せ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い

る
か
」「
業
務
フ
ロ
ー
に
余
剰
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
調
査
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
の
力
量
と
、

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
だ
れ
か
、
余
剰
が
ど
の
く
ら
い
か
を
把
握
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
時
点
で
は
人
事
部
も
現
場
も
財
務
部
も
、
合
併
と
は
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、
人
材
開
発
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
り
ま
す
か
ら
、
だ
れ
も
気
づ
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
並

行
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
か
ら
、
勘
の
い
い
社
員
な
ら
、
何
か
大
き
な
動
き
が
あ
る
な
と

気
づ
き
始
め
ま
す
。
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・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
見
直
し

・
緊
急
時
の
連
絡
方
法
や
代
表
者
の
決
定

・
連
絡
方
法
が
紙
か
ら
ウ
ェ
ブ
に
移
行

・
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
指
令

・
日
頃
か
ら
本
社
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
強
い
幹
部
の
転
職
、
異
動

社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
外
資
系
企
業
だ
と
人
事
部
が
専
門
に
担
当
し
ま
す
が
、
日
本
企
業

で
は
広
報
部
や
総
務
部
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
特
に
米
国
系
企
業
で
は
、
多
民
族
国
家
だ
け
あ

っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
戦
略
意
識
は
非
常
に
高
く
、
意
思
疎
通
が
滞
っ
た
と
き
の
た
め

の
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
各
種
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
問
題
解
決
が
遅
い
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
こ
う
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
事
前
に
受
け
さ
せ
ら
れ
る
の
で
す
。

も
と
も
と
、
戦
略
を
練
り
、
目
的
を
持
っ
て
合
併
に
踏
み
切
っ
て
い
る
の
で
、
契
約
す
る
と
、
対
外
的

な
企
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
Ｃ
Ｉ
な
ど
が
、専
門
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
早
々
に
依
頼
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
人
事
制
度
の
構
築
は
非
常
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
ト
ッ
プ
主
導
で
、「
理
想
の
人
事
制
度
を
考

え
る
」
と
い
っ
た
名
目
で
、
変
更
す
る
と
内
部
の
不
満
が
紛
糾
し
そ
う
な
と
こ
ろ
を
事
前
に
変
え
ま
す
。

評
価
方
法
を
目
標
管
理
制
度
に
す
る
か
退
職
金
を
ポ
イ
ン
ト
制
に
す
る
か
か
ら
、
バ
ス
の
定
期
券
代
を
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会
社
負
担
に
す
る
基
準
を
駅
ま
で
の
距
離
が
一
キ
ロ
以
上
と
す
る
か
二
キ
ロ
以
上
と
す
る
か
に
至
る
ま

で
、
事
前
に
変
え
ら
れ
る
制
度
は
す
べ
て
変
え
て
い
き
ま
す
（
制
度
の
見
直
し
は
、
あ
く
ま
で
両
社
バ
ラ
バ
ラ
に
実

施
し
ま
す
）。
た
と
え
ば
、
Ａ
社
の
社
宅
が
有
料
、
Ｂ
社
が
無
料
で
あ
れ
ば
、
Ｂ
社
側
は
、
単
に
有
料
に
す

る
の
で
は
な
く
、「
給
与
を
一
律
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
し
て
、
社
宅
は
有
料
と
す
る
」
な
ど
体
の
い
い
理
由
を

つ
け
て
、
不
利
な
条
件
に
見
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
の
部
分
ま
で
修
正
す
る
場
合
は
、
人
事
部
長
の

耳
に
合
併
事
実
が
入
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
と
、
そ
う
で
な
く
「
理
想
論
」
と
し
て
実
施
す
る
ケ
ー
ス
と
が
あ

り
ま
す
。「
世
界
基
準
と
の
ズ
レ
を
修
正
す
る
」
と
い
う
理
由
で
、
職
務
等
級
に
振
り
分
け
ら
れ
た
金
額

修
正
を
行
っ
た
り
も
し
ま
す
。
合
併
後
も
、
職
務
等
級
や
何
人
で
業
務
を
回
せ
そ
う
か
な
ど
、
人
数
の
再

構
築
は
、
世
界
各
国
の
同
業
他
社
と
比
べ
て
決
め
る
の
で
、
早
い
段
階
か
ら
修
正
を
始
め
て
も
問
題
な
い

と
い
う
わ
け
で
す
。
た
だ
、
随
所
に
不
満
を
防
ぐ
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
落
と
し
ど
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
人

事
部
員
は
そ
ろ
そ
ろ
大
き
な
組
織
変
更
が
あ
る
の
か
な
と
、
察
知
し
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
発
表
一
週
間
前

発
表
の
一
週
間
前
に
、
人
事
部
ト
ッ
プ
に
、
合
併
目
的
や
新
し
い
Ｃ
Ｉ
が
本
社
か
ら
伝
え
ら
れ
ま
す
。

新
た
な
企
業
理
念
に
基
づ
き
、
社
内
に
流
す
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
類
を
作
成
す
る
た
め
で
す
。
い
か
に
い
い
人

材
の
流
出
を
防
ぐ
か
、
ど
の
よ
う
に
従
業
員
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
か
は
も
っ
と
も
神
経
を
使
う
と
こ
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ろ
で
す
。

人
事
部
ト
ッ
プ
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
り
、
従
業
員
に
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
る
か
と
い
う
心
理
学
的
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
、
人
事
部
長
以
下
、
人
事
部
の
上
層
メ
ン
バ
ー
二
、
三
人
か
ら
な
る
チ
ー
ム
で

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
（
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
必
ず
「
皆
さ
ん
の
雇
用
を
揺
る
が
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
趣
旨
の
言
葉
が
入
れ
ら
れ
ま
す
）。
そ
し
て
、
合
併
の
目
的
、
今
後
の
戦
略
、
明
る
い
未
来
、
人
事
制
度

の
変
更
点
を
入
れ
ま
す
。
不
安
感
を
除
去
す
る
た
め
に
、
Ｃ
Ｉ
を
伝
え
る
ビ
デ
オ
を
作
成
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
人
事
部
が
作
成
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
Ｃ
Ｉ
専
門
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
が
加
わ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。文
字
よ
り
も
映
像
の
ほ
う
が
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
や
す
く
誤
解
を
排
除
で
き
る
た
め
、

社
内
の
広
報
部
が
映
像
を
作
成
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
き
上
が
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
や
ビ
デ
オ
は
、

役
員
と
労
働
組
合
長
に
見
せ
て
了
解
を
取
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
最
近
で
は
合
併
案
件
に
限
ら
ず
、
日
本

で
も
、
こ
う
し
た
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
社
内
に
浸
透
さ
せ
る
ビ
デ
オ
作
成
依
頼
が
大
手
広
告
代
理
店
に
数

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

マ
ス
コ
ミ
発
表

従
業
員
が
合
併
を
知
る
の
は
マ
ス
コ
ミ
発
表
と
同
時
で
す
。
発
表
当
日
の
朝
、
全
社
員
に
、
メ
ー
ル
な

ど
で
社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
れ
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
伝
え
ら
れ
る
の
は
、
合
併
の
理
由
と
今
後
の
ビ
ジ
ョ



023 １　何が起こるのか？

ン
で
す
。
従
業
員
に
は
マ
ス
コ
ミ
に
対
す
る
緘
口
令
が
敷
か
れ
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
実
行
は
一
時

的
に
フ
リ
ー
ズ
さ
れ
ま
す
。
人
事
部
は
、
従
業
員
向
け
問
答
集
を
作
り
始
め
、
こ
れ
を
見
せ
つ
つ
、
広
報

の
ト
ッ
プ
、
人
事
の
ト
ッ
プ
が
打
ち
合
わ
せ
て
情
報
の
一
本
化
を
図
り
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
発
表
〜
三
カ
月
目

事
業
部
長
ク
ラ
ス
の
幹
部
、
執
行
役
員
レ
ベ
ル
の
人
事
は
、
大
ま
か
な
事
業
戦
略
発
表
が
合
併
発
表
後

だ
い
た
い
一
カ
月
以
内
に
行
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
よ
り
早
い
、
お
よ
そ
一
五
日
後
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
課

長
ク
ラ
ス
の
人
事
は
さ
ら
に
そ
の
後
で
す
。
執
行
役
員
レ
ベ
ル
は
、
マ
ス
コ
ミ
発
表
前
に
、
守
秘
義
務
契

約
を
結
ん
だ
上
で
、
他
社
に
流
出
し
な
い
よ
う
ポ
ス
ト
を
約
束
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

大
半
が
、
合
併
発
表
前
に
本
社
に
よ
っ
て
、
ト
ッ
プ
主
導
で
企
業
ご
と
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｉ
に
基
づ
い
た
封
筒
、
社
名
、
シ
ス
テ
ム
変
更
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
が
発
生
す
る
の
で
、

総
務
部
や
シ
ス
テ
ム
部
な
ど
で
チ
ー
ム
が
作
ら
れ
ま
す
が
、
合
併
に
際
し
て
何
が
必
要
か
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
す
る
作
業
は
、
米
国
で
は
専
門
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
委
託
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

担
当
者
、
業
務
内
容
、
業
務
日
程
を
記
し
た
工
程
管
理
表
に
基
づ
い
て
、
統
合
作
業
の
進
捗
状
況
が
ウ
ェ

ブ
上
に
公
開
さ
れ
ま
す
。
統
合
に
か
か
わ
る
業
務
と
日
常
ル
ー
テ
ィ
ン
と
を
並
行
さ
せ
な
が
ら
行
っ
て
い

く
激
務
期
間
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
こ
の
時
期
は
単
純
に
マ
ン
パ
ワ
ー
を
必
要
と
す
る
の
で
、
企
業
主
導
で
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行
う
人
員
削
減
は
、
通
常
、
合
併
が
公
表
さ
れ
た
後
、
最
も
負
荷
が
高
い
三
カ
月
が
過
ぎ
た
後
、
本
格
化

し
ま
す
。
ち
な
み
に
、
対
象
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
は
、
合
併
発
表
前
に
は
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

外
資
系
企
業
の
場
合
、
日
本
で
い
う
経
営
企
画
室
の
業
務
は
本
社
が
果
た
し
て
い
る
の
で
、
統
合
業
務

は
、
米
国
の
指
令
を
日
本
の
法
規
制
や
市
場
に
合
う
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
す
る
作
業
に
な
り
ま
す
（
漢
字
の

使
え
な
い
新
シ
ス
テ
ム
を
あ
て
が
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。

日
本
支
社
長
の
人
事
は
本
社
が
決
め
、
部
長
ク
ラ
ス
の
人
事
は
支
社
長
が
決
め
、
そ
れ
以
下
は
徐
々
に

現
場
責
任
者
に
委
任
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ポ
ス
ト
に
あ
ぶ
れ
た
人
の
人
員
削
減
が
始
ま
り
ま

す
。
退
職
勧
告
は
個
別
に
上
司
か
ら
行
わ
れ
ま
す
が
、
退
職
金
テ
ー
ブ
ル
の
説
明
や
退
職
時
期
な
ど
に
つ

い
て
は
人
事
部
と
面
談
し
、
再
就
職
支
援
会
社
の
説
明
は
集
合
形
式
の
会
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
人

員
削
減
は
、
マ
ス
コ
ミ
発
表
前
と
、
両
社
の
人
事
部
長
が
チ
ー
ム
を
組
み
始
め
た
こ
ろ
、
現
場
が
配
置
を

決
め
る
こ
ろ
と
で
、
だ
い
た
い
三
段
階
で
行
わ
れ
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
も
事
前
に
行
っ
て
い
ま
す

し
、
合
併
専
門
の
Ｉ
Ｒ
（
投
資
家
向
け
広
報
）
会
社
、
シ
ス
テ
ム
統
合
会
社
や
人
事
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

会
社
に
ど
ん
ど
ん
外
注
す
る
の
で
、
遅
く
と
も
統
合
は
半
年
く
ら
い
で
目
処
が
つ
き
ま
す
。
ポ
ス
ト
に
空

き
が
あ
っ
て
も
、
ト
ッ
プ
と
現
場
だ
け
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、
走
り
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
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社
長
は
こ
う
決
ま
る

社
長
が
ど
ち
ら
の
企
業
の
出
身
者
に
な
る
か
は
、
そ
の
後
の
業
務
の
主
導
権
に
か
か
わ
る
の
で
、
従
業

員
に
と
っ
て
は
一
大
事
で
す
。
合
併
比
率
が
１：

１
で
な
く
、
ど
ち
ら
か
が
吸
収
さ
れ
る
場
合
は
資
本
の

強
い
側
の
出
身
者
が
着
任
し
ま
す
。
で
は
、
昨
今
起
き
て
い
る
対
等
な
水
平
合
併
で
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
？

外
資
系
企
業
で
は
、
マ
ス
コ
ミ
発
表
時
に
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
企
業
で
は
、
ま
っ
た
く
の
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
、
あ
く
ま
で
当
事
者
間
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
通
常
、
二
社
合
併
で

は
一
方
が
会
長
と
な
り
、
も
う
一
方
が
社
長
に
な
り
ま
す
が
、
従
業
員
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
代
表
権
を

ど
ち
ら
が
持
つ
か
で
す
。
対
等
合
併
と
い
っ
て
も
、
支
店
数
も
売
上
も
資
産
規
模
も
異
な
る
の
で
、
当
事

者
間
の
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
に
な
っ
た
場
合
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
納
得
感
を
演
出
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る

よ
う
で
す
。
た
と
え
ば
、
統
合
の
経
緯
で
、
一
方
の
社
員
が
現
場
の
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
で
負
け
て
い
れ
ば
、

不
満
を
押
さ
え
る
た
め
に
、
ひ
と
ま
ず
負
け
て
い
る
側
の
出
身
者
を
社
長
に
し
た
り
、
若
返
り
の
イ
メ
ー

ジ
を
出
す
た
め
に
年
齢
の
若
い
方
を
社
長
に
し
た
り
し
ま
す
。
合
併
後
の
初
代
新
社
長
は
対
外
的
に
も
対

内
的
に
も
注
目
を
浴
び
や
す
い
の
で
、
社
員
の
動
機
付
け
に
な
る
の
で
す
。
ほ
か
に
も
、
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・
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
さ
（
学
歴
）

・
業
界
、
海
外
で
の
知
名
度
や
影
響
力

・
業
界
内
順
位
や
資
産
規
模

・
本
人
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
異
動
歴
　
業
績
）

・
公
官
庁
と
の
パ
イ
プ

・
年
次
バ
ラ
ン
ス

な
ど
諸
々
の
要
素
が
、
社
長
を
決
め
る
に
当
た
っ
て
考
慮
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
親
会
社
を
持
つ
企
業
の
場

合
は
、
た
と
え
業
界
内
順
位
が
相
手
企
業
よ
り
勝
っ
て
い
て
も
、
親
会
社
の
「
格
」
が
負
け
て
い
れ
ば
、

相
手
企
業
出
身
者
が
社
長
に
な
る
事
態
が
起
こ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
外
資
の
社
長
決
定
の
論
理
は
随
分
異
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
本
社
が
三
社
合
併
し
た
と
し

ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、

「
三
社
で
合
併
し
ま
し
た
。
三
人
の
社
長
の
う
ち
だ
れ
が
一
番
優
秀
か
レ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
」

と
、
三
人
が
自
ら
人
事
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
足
を
運
ぶ
く
ら
い
人
材
選
別
は
露
骨
で
ス
ト
レ
ー
ト

で
す
。
ち
な
み
に
、
外
資
の
経
営
層
ポ
ス
ト
は
、
日
本
の
よ
う
に
平
取
締
役
、
常
務
、
専
務
、
社
長
、
会

≒
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長
と
い
っ
た
縦
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
社
長
の
座
に
つ
け
な
か
っ
た
人
材
は
、
他
社
の
社
長
に

ヘ
ッ
ド
ハ
ン
ト
さ
れ
て
去
り
ま
す
。

ま
た
、
ト
ッ
プ
が
決
ま
れ
ば
、
日
本
支
社
長
人
事
も
大
変
革
で
す
。
ま
っ
た
く
の
異
業
種
か
ら
引
き
抜

か
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
辞
め
て
も
ら
っ
て
は
困
る
支
社
長
に
は
、
マ
ス
コ
ミ
発
表
前
に
年
収
の
三
倍
程

度
の
報
酬
を
渡
し
て
引
き
止
め
た
り
も
し
ま
す
。
日
本
支
社
長
と
し
て
生
き
残
る
の
は
、
本
社
と
の
関
係

性
（
本
社
で
採
用
さ
れ
た
か
、
ド
ル
立
て
で
給
料
を
貰
っ
て
い
る
か
）、
合
併
後
の
日
本
支
社
の
位
置
付
け
（
単
な
る
販

売
チ
ャ
ネ
ル
か
、
ア
ジ
ア
・
極
東
本
部
か
）、
業
績
な
ど
が
左
右
し
ま
す
。
本
社
の
権
限
が
絶
対
の
米
国
系
企
業
で

は
、
こ
れ
ら
を
基
準
に
し
て
本
社
か
ら
支
社
長
人
事
が
言
い
渡
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
欧
州
系
は
、
売
上
に

占
め
る
自
国
の
市
場
規
模
が
少
な
い
た
め
、
海
外
支
社
に
主
導
権
を
握
ら
せ
る
方
式
が
進
ん
で
お
り
、
日

本
支
社
に
人
事
を
任
せ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

日
本
人
に
人
事
を
任
せ
る
と
、
本
社
の
合
併
比
率
と
異
な
る
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
が
働
き
ま
す
。
日
本
支
社

だ
け
を
比
べ
た
ら
、
吸
収
さ
れ
る
側
の
ほ
う
が
売
上
が
高
か
っ
た
り
、
規
模
が
大
き
か
っ
た
り
、
と
い
っ

た
こ
と
も
し
ば
し
ば
起
こ
り
ま
す
。
そ
こ
で
「
効
く
」
の
は
、
組
合
の
強
い
側
の
企
業
、
人
数
の
多
い
側

の
企
業
で
す
。
あ
る
二
つ
の
合
併
企
業
で
は
、
一
方
の
企
業
の
ほ
う
が
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
も
、
従
業
員
の

専
門
知
識
も
、
大
卒
や
大
学
院
卒
の
比
率
も
明
ら
か
に
高
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
も
う
一
方
の
企
業

と
の
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
に
負
け
、
社
長
以
下
、
部
長
ク
ラ
ス
の
ポ
ス
ト
が
一
段
階
下
が
り
ま
し
た
。
そ
の
理
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由
は
、
人
数
比
が
四
分
の
一
と
明
ら
か
に
低
か
っ
た
こ
と
と
、
組
合
が
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
部
長
ク
ラ

ス
で
降
格
し
た
人
の
中
に
は
、
欧
米
の
駐
在
経
験
や
合
併
経
験
も
あ
り
、
三
言
語
を
操
り
、
本
社
と
も
対

等
に
交
渉
が
で
き
る
人
材
も
い
ま
し
た
。
彼
の
ポ
ス
ト
を
奪
っ
た
の
は
、
組
合
に
顔
が
効
く
、
日
本
語
し

か
話
せ
な
い
人
で
す
。
合
併
に
あ
た
っ
て
の
日
本
人
の
論
理
は
、「
株
主
に
対
し
て
約
束
を
果
た
せ
る
社

長
は
だ
れ
か
」
よ
り
も
「
ど
ち
ら
が
集
団
と
し
て
力
が
強
い
か
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

ま
た
米
国
系
・
欧
州
系
を
問
わ
ず
、
外
資
系
金
融
機
関
で
は
、
日
本
に
は
「
支
社
」
で
は
な
く
「
支
店
」

し
か
置
い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
人
事
に
は
完
全
に
本
社
の
論
理
が
働

く
た
め
、
本
社
が
徹
底
し
た
実
力
主
義
を
貫
い
て
い
れ
ば
、
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
で
ポ
ス
ト
異
動
が
起
き
ま

す
。こ

の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、「
外
資
系
企
業
で
も
、
日
本
人
に
人
事
を
任
せ
る
と
内
向
き
な
戦
い
に
な

っ
て
し
ま
う
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
外
資
で
も
人
的
な
派
閥
抗
争
は
あ
り
ま
す
し
、

逆
に
、
伝
統
的
な
日
本
企
業
で
も
、
ロ
ジ
カ
ル
に
社
長
を
決
め
始
め
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

合
併
事
例
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
社
の
経
営
層
が
自
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
に
来
て
い
る
日
本
の
大

手
メ
ー
カ
ー
で
は
、
関
連
会
社
の
社
長
決
定
に
、
人
事
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
社
長
と
し
て
選
ん
だ
、
年
齢
に
ば
ら
つ
き
の
あ
る
三
〇
人
の
人
材
に
つ
い
て
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
、
彼
ら
の
弱
点
が
ど
こ
か
、
そ
れ
を
人
材
配
置
で
ど
う
カ
バ
ー
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
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提
案
を
依
頼
し
て
い
る
の
で
す
。

人
事
は
こ
う
動
く

大
ま
か
な
流
れ
と
ト
ッ
プ
の
動
き
を
見
た
と
こ
ろ
で
、
両
社
の
人
事
部
が
そ
の
後
、
従
業
員
や
幹
部
人

事
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
何
を
や
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
た
び
合
併
が
公
に
さ
れ
る
と
、
人
事
担
当
者
や
統
合
チ
ー
ム
は
、
最
近
合
併
し
た
よ
そ
の
会
社
の

統
合
チ
ー
ム
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
に
行
き
ま
す
（
伝
統
的
な
日
本
企
業
の
人
事
部
幹
部
が
、
両
社
揃
っ
て
、
異
業

種
の
外
資
系
企
業
に
相
談
に
行
く
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
）。
そ
こ
で
あ
る
程
度
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
る
と
、
人
事
は
ま
ず

下
記
の
こ
と
を
把
握
し
ま
す
。

一
　
あ
る
べ
き
新
人
事
制
度

二
　
人
材
の
全
体
像
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
）

・
ど
ん
な
能
力
を
持
っ
た
だ
れ
が
、
何
人
、
ど
こ
に
い
る
の
か
？

・
ポ
ス
ト
や
年
収
、
い
ま
ま
で
に
か
け
て
き
た
コ
ス
ト
に
資
す
る
貢
献
を
し
て
い
る
か
？
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・
予
算
を
い
く
ら
任
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ど
の
く
ら
い
増
や
せ
る
人
材
か
？

・
今
後
も
投
資
す
る
価
値
が
あ
る
人
材
か
？

・
周
囲
か
ら
一
目
置
か
れ
て
い
て
、
合
併
を
牽
引
で
き
そ
う
な
人
材
は
だ
れ
か
？

・
合
併
企
業
ど
う
し
の
境
目
を
う
ま
く
繋
げ
ら
れ
る
の
は
だ
れ
か
？

三
　
人
材
に
必
要
な
能
力
と
実
績
（
能
力
要
件
）

・
現
時
点
で
、
ど
ん
な
チ
ー
ム
構
成
に
な
っ
て
い
て
、
ど
う
配
置
変
え
す
れ
ば
合
併
後
の
戦
略
を
実
行
で

き
る
か
？

・
不
足
し
て
い
る
能
力
は
何
か
？

・
そ
の
能
力
は
カ
バ
ー
で
き
る
も
の
か
、
カ
バ
ー
す
る
な
ら
い
く
ら
か
か
る
の
か
？

・
人
の
リ
ソ
ー
ス
が
揃
う
か
？
　
そ
れ
は
社
外
か
ら
か
、
社
内
か
ら
か
？

そ
の
上
で
、
両
社
の
統
合
チ
ー
ム
は
、
自
社
で
発
生
し
そ
う
な
問
題
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
情
報
を

伝
え
る
際
、
ど
こ
の
だ
れ
に
ど
の
時
点
で
情
報
を
流
す
の
が
よ
い
か
、
も
っ
と
も
効
率
的
で
混
乱
が
起
き

に
く
い
情
報
伝
達
の
仕
組
み
を
、
下
記
の
よ
う
な
項
目
を
検
討
し
な
が
ら
作
り
上
げ
ま
す
。
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・
情
報
の
中
身
は
、
ど
ん
な
組
み
合
わ
せ
を
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
す
る
か
？
　
伝
え
る
相
手
は
ど
の
組
み
合
わ

せ
を
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
す
る
か
？

・
内
容
の
優
先
度
や
伝
え
る
頻
度
を
ど
う
す
る
か
？

・
発
信
元
を
ど
う
す
る
か
？

（
社
長
発
表
と
す
る
か
、
人
事
部
発
表
と
す
る
か
、
な
ど
）

・
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
を
ど
う
す
る
か
？

（
文
書
、
メ
ー
ル
、
電
話
、
ヴ
ォ
イ
ス
メ
ー
ル
、
ビ
デ
オ
、
会
議
な
ど
。
会
議
も
講
義
形
式
か
デ
ィ
ベ
ー
ト
形
式
か
で
異
な
る
）

・
全
体
の
費
用
と
効
果
、
リ
ス
ク
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
ど
う
見
積
も
る
か
？

ど
ん
な
企
業
で
も
、
ポ
ス
ト
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
の
二
割
弱
は
合
併
賛
成
派
が
見
つ
け
ら
れ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
事
部
は
、
幹
部
候
補
を
抜
擢
す
る
た
め
に
行
っ
た
人
材
開
発
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
合
併
賛
成
派
を
見
つ
け
ま
す
。
合
併
に
慣
れ
た
企
業
で
は
、
マ
ス

コ
ミ
発
表
前
に
、
す
で
に
そ
う
し
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
た
ち
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
あ
り
ま
す
。
あ
く
ま
で

幹
部
候
補
の
中
で
の
合
併
賛
成
派
で
、
周
囲
の
反
感
を
買
わ
ず
に
日
常
業
務
の
中
で
情
報
発
信
で
き
る
立

場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
人
数
は
、
二
割
弱
の
さ
ら
に
二
割
く
ら
い
に
な
る
で
し
ょ
う
。
既
に
部

長
候
補
く
ら
い
の
位
置
に
つ
け
て
い
る
人
材
で
、
合
併
の
必
要
性
を
早
い
時
期
か
ら
感
じ
、
十
分
に
心
の
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準
備
が
で
き
て
い
る
層
で
す
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
全
体
を
引
っ
張
る
よ
う
な
下
地
を
作
り
ま
す
。

内
部
に
大
変
な
反
発
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
エ
コ
贔
屓
感
が
出
な
い
よ
う
、
う
ま
く
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
ま
す
。
日
本
企
業
で
も
、
外
資
系
企
業
で
も
、
普
段
の
ル
ー
テ
ィ
ン
に
交
ぜ
て
、

こ
う
し
た
人
物
を
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
何
か
と
出
席
さ
せ
る
と
、
う
ま
く
収
束
し
て
い
く
発
言
を
し
て
く
れ

る
の
で
、
前
向
き
な
イ
メ
ー
ジ
を
全
体
に
浸
透
で
き
る
の
で
す
。

外
資
系
企
業
の
中
に
は
、
従
業
員
の
混
乱
を
予
想
し
て
、
こ
う
し
た
候
補
者
に
、
事
前
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
受
け
さ
せ
て
お
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
特
に
合
併
用
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幹
部
候

補
養
成
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
含
ま
れ
て
い
た
り
す
る
の
で
す
。
一
五
人
ほ
ど
の
相
手
に
囲
ま
れ
る
中
で
、

喧
喧
諤
諤
と
戦
い
な
が
ら
企
業
の
前
向
き
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
く
訓
練
で
す
。
こ
れ
も
、
合
併
前
に
実

施
し
た
り
し
ま
す
。

賛
成
派
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ス
の
中
で
も
、
経
営
層
と
の
距
離
が
近
く
な
っ
て
、
何
か
と
お
呼
び

が
か
か
る
回
数
が
多
く
な
る
の
で
、
自
ず
と
周
り
に
は
わ
か
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
や
っ
か
み
か
ら
、

同
期
の
反
対
派
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら

「
今
日
は
ど
ん
な
会
議
に
呼
ば
れ
た
の
か
？
」

「
だ
れ
が
出
席
し
て
い
た
の
か
？
」

と
、
や
た
ら
に
チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
た
り
、
来
る
べ
き
資
料
が
来
な
か
っ
た
り
、
中
傷
の
噂
が
流
さ
れ
た
り
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と
不
愉
快
な
思
い
を
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
彼
ら
は
戦
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
に
選
ば
れ
た
賛
成
派
の
幹
部
候
補
ど
う
し
で
も
、
独
立
独
歩
タ
イ
プ
と
組
織
内
秀
才

タ
イ
プ
と
の
軋
轢
が
生
じ
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
選
ば
れ
た
人
材
ど
う
し
は
、
し
ば
し
ば
上
層
部
と

の
会
議
で
会
う
の
で
、
互
い
に
合
併
推
進
派
と
し
て
会
社
の
期
待
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
明
ら
か
に
エ
リ
ー
ト
と
だ
れ
も
が
認
め
る
組
織
内
秀
才
メ
ン
バ
ー
の
中
に
、
一
人
く
ら
い
、
変

わ
っ
た
輩
が
い
た
り
し
ま
す
。
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
も
、
性
格
や
言
動
の
面
白
さ
、
異
外
さ
か
ら
、
例
外

的
に
上
層
部
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
、
異
動
歴
が
亜
流
で
目
立
つ
タ
イ
プ
で
す
。
人
数
の
多
い
組
織
内

秀
才
は
、
こ
う
し
た
人
物
に
、
猫
の
首
に
鈴
を
つ
け
る
よ
う
な
役
割
を
負
わ
せ
よ
う
と
画
策
し
ま
す
。

「
部
長
に
こ
の
件
を
言
っ
て
き
て
く
れ
な
い
か
な
」

人
間
の
心
理
と
し
て
、
最
初
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
発
言
を
す
る
人
は
集
中
攻
撃
を
受
け
た
り
、
信
用
さ
れ

な
か
っ
た
り
し
ま
す
が
、
二
番
目
に
言
っ
た
人
間
は
信
用
を
勝
ち
取
り
や
す
く
、
手
柄
を
奪
い
取
り
や
す

い
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
あ
る
企
業
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
や
新
規
事
業
の
必
要
性
を
独
立
独
歩

タ
イ
プ
が
提
案
し
ま
し
た
が
、
秀
才
タ
イ
プ
は
、
難
癖
を
つ
け
て
そ
れ
を
差
し
戻
す
こ
と
で
、
結
局
、
自

分
の
手
柄
に
し
ま
し
た
（
独
立
独
歩
タ
イ
プ
は
、
結
果
と
し
て
主
張
が
通
れ
ば
ハ
ッ
ピ
ー
な
の
で
、
秀
才
タ
イ
プ
が
予
想
し
て

い
る
ほ
ど
の
敗
績
感
は
抱
い
て
い
な
い
の
で
す
が
）。

こ
の
よ
う
に
、
浸
透
作
業
自
体
に
も
、
混
沌
と
し
た
画
策
や
感
情
の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
あ
る
の
が
合
併
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で
す
。
制
度
、
指
揮
命
令
系
統
は
、
半
年
以
内
に
は
整
え
な
い
と
、
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
は
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
を

呼
び
、
組
織
に
蔓
延
し
て
い
く
よ
う
で
す
。
一
般
に
、
欧
米
企
業
で
は
、
発
表
後
、
一
〇
〇
日
間
に
い
か

に
パ
ニ
ッ
ク
を
抑
え
ら
れ
る
か
が
成
否
を
分
け
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
一
〇
〇
日
と
い
う
数
字
は
、
四
半
期
ご
と

に
収
益
を
見
直
す
厳
し
い
株
式
市
場
の
環
境
、
株
主
の
監
視
力
が
根
拠
と
思
わ
れ
ま
す
）。

ま
た
、
統
合
作
業
に
し
て
も
、
一
〇
〇
日
間
で
目
処
を
つ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
っ
た
り
、
新
し
い
企

業
文
化
を
創
る
専
門
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
依
頼
す
る
な
ど
、
き
わ
め
て
標
準
化
さ
れ
た
手
続
き

で
、
感
情
を
排
除
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
員
削
減
が
終
わ
る
と
、
反
感
を
一
身
に
受
け
て
き
た
人
事

部
は
四
分
の
一
程
度
に
減
ら
さ
れ
、
人
事
部
長
の
多
く
は
、
居
た
た
ま
れ
な
く
な
っ
て
自
分
か
ら
転
職
し

て
い
ま
す
。
統
合
作
業
に
、
一
応
の
終
止
符
が
つ
く
瞬
間
で
す
。


